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関根康正編『ストリートの人類学』下巻
国立民族学博物館調査報告　81 : 29―93（2009）

変容する社会的アリーナとしての
中世ヨーロッパのストリート

ハラルド・クラインシュミット
筑波大学人文社会科学研究科

本論文ではストリートを変化する社会的アリーナと位置づけ，中世から近代初期のヨーロッパ
におけるストリートに対する認識の変化，すなわちコミュニケーション・輸送・交易の場として
のストリートから社会的な安全性の規範が緩んだ場所としてのストリートへの変貌の道筋を検証
する。中世から 15 世紀にかけて，ヨーロッパ諸都市の安全と秩序はそれ以後のどの時代よりもお
そらくよく保たれていたと思われるが，実際に時代による差がどの程度あったかを検証すること
は難しい。それに比べれば，支配者や政府が都市の安全確保にどの程度成功していたか，あるい
は失敗していたかに対する社会認識の変化を見極めることはかなり容易である。都市城壁の内と
外での安全レベルに対する認識の差が縮まっていった 15 世紀以降，都市は次第に外界に対して門
戸を開くようになり，それにつれて，都市内の一部の地区は，物乞い，放浪者，軽犯罪者などを
含めた様々な人々がうろつく悪所であると見なされるようになった。また，都市が成長すればす
るほど，当局が都市住民の戸籍を管理したり，行動を監視したりすることは難しくなり，法を施
行し秩序を維持することも困難になっていく。結果として，当時優勢であった契約主義理論にも
とづく正当的政権による安全維持を要求する声があがる一方で，支配者や政府の安全維持能力が
低下していると人々が感じるようになり，その差が次第に拡大していったのである。

1　序論―ローマ帝国および帝国支配下
にあったヨーロッパの街路と道路

2　中世都市の街路
3　中世の風景における道路

4　管理された場所としての街路と道路の
イメージ

5　都市の無秩序化―近代初期のヨーロッ
パにおける大都市の誕生

キーワード：コミュニケーション，契約主義，政府の正当性，秩序，安全

1　序論
―ローマ帝国および帝国支配下にあったヨーロッパの街路と道路

現代社会では，道〔ways〕，街路〔streets〕，道路〔roads〕その他のコミュニケーション・
輸送・交易の場が，社会的な安全性の規範が緩んだ場所として現われているように思わ
れる。本論文では，ヨーロッパにおいて，このようなイメージが近代特有のものである
ことを述べる。この主張を裏づけるために，中世の終わりから近代の初めにかけての
ヨーロッパで，秩序と統制のとれた街路や道路が，コミュニケーション・交易・輸送の
ための，あまり統制されていない場になっていった経緯を追う。ここでは言語学的考古
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学的観点から，街路や道路とそれらに対する認識の変化を考察し，さらには街路や道路
での行動を取り締まる規則の変化，公的空間と私的空間の区別，無法者やホームレスと
いった概念がどのように発展したかについて主に焦点をあてる。認識と規範の源泉とい
う文脈の中に街路と道路を位置づけ，それらを変化する社会的アリーナとして考察す
る。私はアリーナという語を使うことによって，集団においてパターン化される振る舞
いを形作り，強制さえする空間についての集合的認識を読み解こうと考えている。社会
的アリーナを認識のカテゴリーと見なすのは，私がそれを文化―内的に変容しうるもの
だと考えているからである。私はその変遷について記述し，そして（可能な限り）説明
を加えていく。そのために，言語学と歴史学の手法に考古学や地理学の手法を組み合わ
せ，認識のカテゴリーとしての，そして実態としての街路や道路について，包括的な視
座を獲得したいと考えている。

まず言葉の定義から始めよう1)。世界の多くの地域で，コミュニケーション・交易・
輸送のための場を言い表すのに，直接的な意味と比喩的な意味の両方を持つ普通名詞が
使われている。日本語の「道」（みち・どう），中国語の「道」（ダオ），近代英語の
way，path，road，track，近代高地ドイツ語の Weg，Pfad，デンマーク語の vej，イタリア

語とスペイン語の via には，いずれも直接的な道路〔road〕の意味，すなわちある場所
と別の場所とをつなぐものという意味があるが，これらの言葉には，同時に比喩的な意
味も含まれている。つまり，行動や思考の様式や，宗教的な方向性を示す言葉としても
使われているのである。

しかしながら，コミュニケーション・交易・輸送のための場を示す全ての言葉がこの
ような二重の意味を持っているわけではない。近代英語の street，近代高地ドイツ語の
Straße，近代オランダ語の straat，近代デンマーク語の stræde，近代アイスランド語の
stræti，近代ノルウェー語の stræte などは，都市内部の結び付きを表わすことが多い。近

代英語の street やその他のゲルマン系の言語，さらに中世アイルランド語の strait は，い
ずれも古代ラテン語の strāta を語源としている。strāta はもともと形容詞で，名詞 via の
修飾語として使われており，「舗装されたまっすぐの道路」2) を指す言葉であった。した
がって street はもともと古代ローマの道路，その土木技術で世界に知られているローマ
のまっすぐな街道を意味する言葉であった。近代英語では，ロンドンとチェスターを結
ぶローマ街道 Watling Street の名称が，古代の用法を残している。しかし日常的な口語英
語では，street を都市内の主要な交通の場という意味で使っており，道幅や商業上の重
要性に関して言えば，narrow〔山間の細道〕や lane〔小道）や mew〔袋小路〕と，高度
な建造物である高速道路のような avenue や boulevard〔大通り〕との中間に位置するも
のとして性格づけている。一方で，古代高地ドイツ語では strāza が英語の road と同義の
reit に代わって使われるようになり，それ以来，居住地内あるいは居住地と居住地をつ

なぐ Gasse つまり lane〔小道〕よりも広い道，すなわちコミュニケーション・交易・輸
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送のための場の全てを意味する語として使われるようになった。
およそ 1,500 年の間に，英語の street とそのさまざまな古形とその他のゲルマン系諸

語の street に相当する言葉の意味は，特定の場を指す専門的用法から，様々なコミュニ
ケーション・交易・輸送のための場を示す一般的用法まで，広がりを持つにいたった。
しかしどの用法においても直接的な意味を示すに止まり，決して比喩的な意味へと広
がってはいない。street の古形は，もともと古代ローマ帝国の領域内でのみ使用されて
いたが，中世になってようやく他のヨーロッパの地域に広がった。したがって，コミュ
ニケーション・交易・輸送の場を示すこうした用語体系は，それぞれの文化や時代に非
常に特有のものと言えるのである。

歴史学および考古学の観点から考察すると，さらにこれらの場に対する認識の変化が
明らかとなる。現在のヨーロッパで区別されている street と road の概念的な違いは，歴
史的に見て自明であるとは決して言えない。近代英語においても，street と road は対比
的に使用されることもあるが，両者が同じ意味合いで使われる場面も多い。たとえば，
古代ローマに起源を持つコミュニケーション・交易・輸送のための場は，通常 Roman 

road と呼ばれる。road がゲルマン起源の普通名詞であり，他に適切なラテン系の言葉が

あるにもかかわらず road が使われているのだ。このような奇異な組み合わせが使われ
ている理由は，古代ローマ時代にすでにそのような場が設けられる位置が2種類あった
からである。1 つは都市の城郭内の建物を結ぶところ，もう 1 つは都市居住地どうしを
結ぶところである。当時は両者ともに，舗装されていてまっすぐならば viae strātae と呼
ばれていた。用語の違いを明確に説明する記録はないが，現存する資料によると，両者
は異なる管理体制を反映していたらしい。ブリタニアのような古代ローマ帝国の辺境地
域にある城郭は，通常，軍の駐屯地（castra）になっており，そこにはプロの軍人と文
民の行政官が居住していた。彼らの居住地は単純なレイアウトで，通常は城壁に囲まれ
た長方形をしており，交通のための2つの場つまり道が中心部で交差していた。交差点
のある中心部にはある程度の広さを持つ四角い広場があり，主要な建物が建てられてい
た。軍事目的に使えるように，道幅は比較的広く，舗装もされていた。

対照的に，2番目のタイプの via strāta は，駐屯地同士，および駐屯地と帝国の国境の
城壁を結び，交易や軍隊の移動を容易にし，それによって帝国の支配を広大な田園地帯
にまで張り巡らせていた。ローマ時代のブリタニアでは，道路システムは属州行政の中
心地であるロンドンを中心に発達していた3)。ロンドンと英仏海峡沿いにある複数の砦
を結ぶ道路やロンドンと北部や西部の castra を結ぶ道路などがあり，ブリタニアは大陸
にある他の辺境属州や，必要とあれば帝国の首都ローマともつながっていた。こうして，
ブリタニアは帝国の主要な商業圏に組み入れられ，国境の城壁の向こうにある地域とも
つながっていたのである4)。このように道路は，商業上あるいは行政上，帝国を統一す
るための前提条件であったが，逆の言い方をすれば，包括的な行政や軍の命令系統がな
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ければ，道路システムの建設や維持管理はおぼつかなかった。なお，こうした相互依存
の関係は，両者にプラスにもマイナスにも作用した。プラス面は，道路の運営によって
資源を短期間にしかも容易に運搬することが可能になり，短期的な政治･経済の危機を
乗り越えやすかったことである。マイナス面としては，いったん民間や軍の統治者に道
路システムを維持・管理する能力がないことが分かると，構造的な危機がすぐに知れわ
たり，それが長期にわたって増幅されたことが挙げられる。

考古学の調査によって，5世紀の間にいくつかの長距離道路が使用されなくなり，崩
れていったことが分かっている。中には道路を横断するように直線的な土塁が建設さ
れ，通行不能にされたものすらあった5)。生産活動は帝国各地に分散されるようになり，
帝国規模の市場も物資の流通もなくなった。地方毎の行政や統治システムが各地に台頭
し，互いに競いあいながらローマ帝国による支配に取って代わった。それでも，国境周
辺地域では，少なくとも6世紀まで，場合によっては中世にいたるまで都市のインフラ
が維持されていた6)。そのため，各地域によって変更が加えられたとはいえ，おおむね
ローマの castra 特有の街路計画に沿って，都市居住地の商業や行政のためのインフラが
建設されたのである7)。

5世紀には，大陸からの移民がブリテン島に以前にもまして激しく押し寄せるように
なる。移民たちは可能な限りローマの交通網を利用して流入してきた。居住地の中には，
ゲルマン系の言語とローマの言語の要素を複合した名前を持つものが現われた。その顕
著な例は，wīchām である8)。この種の地名は「ローマ人の入植でできた農場」を意味し，
ローマ街道に近い居住地をさすことが多かった。しかし，移民たちはローマの商業や行
政のインフラにはほとんど関心を示さず，新たな地域の支配者として君臨した9)。

その結果，普通名詞であった via strāta が居住地内のコミュニケーション・交易・輸
送のための場を示す語として残った一方で，長距離のそれを指す言葉としては，ブリテ
ン島では使用されなくなった。それゆえ近代英語の street はラテン語由来の言葉として
もっとも古い部類に属していることになる。ローマの長距離道路のいくつかは継続して
使用されたにもかかわらず，それらは5世紀に出現した新しい trackway〔足で踏み固め
た道〕とほとんど区別がつかなくなっていた。

一方，ヨーロッパ大陸では，ローマの長距離道路がより長く使われ続けた地域があっ
たため事情が異なる。例えばアルプス山脈を通り抜ける主な通り道は，ローマ（あるい
はローマ以前）の基礎の上に 13 世紀あるいはそれ以降まで使用されている。しかし，
古代ローマの道路はローマを中心に発達しており，それは当時新たに出現した交易ルー
トから外れていたために，他の地域では使用されなくなった。このようにして，ローマ
帝国内の管理された道路システムと，大陸北部や東部のローマの支配が及ばなかった地
域の道路との違いは，次第に目立たなくなっていった。そのため，まっすぐであるか，
舗装されているかどうかにかかわらず，street とそれ以外との区別がなくなり，さまざ
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まな交流の場が street という語で呼ばれるようになった。同時に，via strāta の派生語が
あらゆる種類のコミュニケーション・交易・輸送のための場を意味するようになったの
である。典型的な例として，Steinweg（石造りの道）という言葉が中世のドイツ諸都市
で生まれたが，これは長距離道路の舗装された部分のことで，城門につながる道を意味
した。この時代を境に，ドイツ語で街路〔ストリート〕を指す言葉は，必ずしも舗装さ
れたコミュニケーション・交易・輸送のための場を意味しなくなった。さらに，ライン
川とその流域を除いては，アルプス山脈より北側の大陸にある河川が経済の中心地と結
ばれることもなくなった。

このような地理的な特徴によって，ローマ帝国国境の内外を問わず，経済活動のため
の必要がある場所では新たな長距離道路を建設するか，あるいは既存の道路を維持する
必要が生じた。アルプス山脈の北側でローマ帝国の勢いが衰えはじめると，代わって台
頭した地方の組織にとって，way，path，road，street が，地理上，商業上，あるいは行
政上重要なものと考えられるようになった。これらの場を意味する言葉として，さまざ
まな普通名詞の中でもラテン語の strāta が一般的となったが，近代英語の street および
それに相当する他のヨーロッパの言葉を見る限り，それらは本来の意味の厳密性を残し
ているらしく，比喩的な意味合いを帯びていない。たとえば，「ロードマップ」という
フレーズは比喩的な意味にも使えるが，「ストリートマップ」はコミュニケーション・
交易・輸送のための場の地図という意味しかないのである。

行政の観点から見ると，長距離･短距離を問わず古代ローマの道路の顕著な特徴は，
それが現在の用語でいう公共物であった点にある。古代には，道路の所有権は皇帝にあ
り，皇帝の政府が道路の建設と管理，さらにはその安全確保の責任を負うと考えられて
いた。したがってローマ帝国後期には，長距離の道路システムが唯一の支配者である皇
帝の下に統一された広大な政治空間を結びつけていた。それとは対照的に，ローマ帝国
の国境の外側では，行政権は小集団ごとに確立され，その政治空間の規模は小さく，影
響力の及ぶ範囲も限られていた。これらの地域では，長距離のコミュニケーション・交
易・輸送のための場〔すなわち道路〕によって個別の政治空間が相互に結ばれていた。
言い換えれば，そうした場は境界横断的なものだったのであり，ローマ帝国による管理
が辺境属州で機能していた時代においてもそうだったのである。こうした状況では，そ
のような長距離の場を中央で計画・維持することはできなかった。それらは trackway〔足
で踏み固めた道〕と見なされ，中央による長期的な計画や施策に代わって地方ごとの短
期的あるいは場当たり的な管理を受けていた。これらの trackway のインフラ維持は，近
隣に住み，その道を利用する人々の私的な仕事だと考えられた。同様に，道中の安全確
保も個々の旅人の責任であるとされた。ただ顕著な例外として，ローマの商人にはロー
マ市民としての身分による特権が帝国の国境外でも認められ，安全が保障されていたよ
うである10)。
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西ヨーロッパでローマ帝国による支配が終わった5世紀以降のアルプス山脈の北側で
は，このような統治形態が標準的となっていた。5 世紀の終わりに向けてフランク族の
王がほとんどの地域を支配するようになったゴール地方においてさえ，長距離のローマ
街道を維持・管理するのはそれぞれの土地の居住者や修道院であった。道路の安全は
著しく損なわれ，旅人の安全は脅かされ，石造りの橋や主要道路などのインフラは荒れ
るままにされていた11)。中には古代ローマ時代から中世の終わりまで，さらには現代ま
でその姿をとどめている橋もあるにはあるが，多くの橋が崩れ落ちるか，残っていても
危険で渡れない状態になった。橋に代わって，人々は浅瀬を渡ったり，渡し舟を利用し
たりするようになり，古い橋は邪魔なものとみなされるようになった12)。ローマの城
壁13) とともに，ローマの石橋の崩壊は，ローマ帝国による支配の終焉を象徴していたと
言える。

居住地の周囲には広大な森林地帯が広がっていたので，政治空間の境界を超える旅は
危険を伴うものであり，特に商人にとっては死の危険をも意味した。6 世紀には，サモ

〔Samo〕という名のフランク族の商人が今でいうボヘミア地方を，おそらくはフランク
族の王の保護を得て交易目的で旅をしたという報告書があるが，これは大変珍しい例で
ある。明らかにサモは奴隷貿易にかかわっており，交易をしていた地域のいくつかの集
団を支配者として統治していたのであろう14)。この時代，都市でも地方でも居住地内で
はある程度の法や秩序が守られていたが，居住地の外側に広がる森林地帯は危険な「見
捨てられた土地〔desert〕」15) であり，旅人の安全は，危険で厄介なならず者たちの気ま
ぐれに委ねられていた。都市内のコミュニケーション・交易・輸送のための場である
street が通常，安全な場所であったのに対して，居住地外や「見捨てられた土地」にあ

る road や trackway は無法者や危険な獣の住処であると考えられていた。ホームレスの
住処になるどころか，road は「友人のいない人々」16) すなわち秩序ある居住地の外に住
む人々の場所だったのである。

2　中世都市の街路

秩序ある場所としての街路〔street〕は中世のヨーロッパ都市17) で生まれた。中世の都
市計画による規則正しい街路の配置が今なお確認できる場所は多くはないが，考古学的
な調査18) や行政記録19) を精査することで，およそ 4,000 もの中世ヨーロッパ都市に，通
常単純な幾何学的パターンの都市計画が施されていたことが判明している。中世の諸都
市で古代ローマの都市の上に築かれたものは，通常長方形の形をしており，時にケル
ン20) のように円形や半円形の都市もあった。ほとんどの都市に城壁があり，同様に石造
りであった21)。都市の大多数は，生産者や商人を行政官や学者とともに住まわせるよう
に設計されていた。11 世紀から 15 世紀にかけては，自治政府の権限をもった都市も現
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われ，近隣の領地の支配者から独立して自治が認められていた。多くの都市に人々が流
入したことを考えると，都市は快適な空間であったのだろう。13世紀から14世紀には，
都市領域が拡張していることから，都市人口が膨張したことが分かる。今日，段階的に
拡大した都市の軌跡が，何重にも列をなす石の城壁から見てとれるところもある。

過密になった居住地には，綿密な計画性と適切な統治が必要となる。実際，模範にな
るような都市もいくつかあり，その 1 つにシエナが挙げられる。14 世紀の半ばに，シ
エナの政府は画家アンブロジョ・ロレンゼッティに市庁舎の大広間を飾る絵の制作を委
託した22)。都市の全景を描くようにとの要望をうけて，ロレンゼッティはいささか変
わった形の作品を制作し，都市生活の光景を描いた。そこには，建造物が広場に面する
ように街路沿いに配置されているのが見てとれる23)。人々は街路や広場に集まり，討論
をしたり見世物を鑑賞したりしている。街路と広場は，その横にある家屋の室内とは異
なる空間であり，建物への出入りは制限されたであろうが，街路や広場は誰でも立ち寄
り利用できるという意味で開放された場所になっている。

このように都市では建築によって公的・私的空間が区別されていた。それは，古代
ローマの様式に従ったものであるが，シエナのような中世末期の都市は，単に古代ロー
マの町を復元していたわけではない。古代ローマの町との違いは，シエナが自律的な自
治政治組織体であり，戸籍に登録された市民をよりどころとして，自ら規則を制定し，
明確な集団的アイデンティティを有していた点にある。ロレンゼッティの作品は，シエ
ナが秩序ある政治組織体であり，模範的な統治が行なわれた都市であったことを示して
いる24)。

実際シエナはそうなるべくしてなった場所であった。この町では，市庁舎のある中央
広場を町の中心とする壮大な都市設計がすでになされていた。すべての主要な街路が中
央広場に向かい，白い石でできた縞模様の街路に沿って歩けば，市庁舎に行き着くよう
になっていた。シエナは斜面に広がる都市であったが，主要な街路は中央広場まで斜面
を下るように配置されていた。こうした公共の場の所有権は，立法，行政，司法の三権
をつかさどる最高機関である市議会にあった25)。

ただし，法律的な基準が社会や政治に関する基準と重複していたため，都市内におけ
る公的および私的空間の区別は決して容易ではなかった。良い統治とは，都市内外の公
的空間における法と秩序の維持と安全確保を意味するものであったが，同時に市議会
は，登録された市民と訪問者に対して，公的空間と私的空間の両方で道徳的な行いをす
るよう，強制する権限を与えられていた。したがって，私的空間の所有者が，自分たち
の所有する空間を完全に取り仕切ることができたわけではなかったし，一方，市議会の
方も公的空間において一切の権限をもっているわけではなかった。例えば，生産者や商
人はそれぞれの経済行為に関する厳しい制約に甘んじなければならず，自治的なギルド
や組合も，当局による監視の下に置かれた。さらに，教会機関や近隣組織から厳しく監
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視されるグループもあった。一方，市議会が公的空間を完全に取り仕切ることができな
かったのは，街路や広場が公共のものなので，少なくとも日中は共同目的のための立ち
入りを制限できなかったためである。夜間については都市の城門が閉められ，非居住民
は出て行くよう求められていた。

街路や広場を共同目的に利用できる権利の中には，政治的な問題を議論するために市
民が集まり，市議会が行う意思決定への参加を要求する権利も含まれていた。したがっ
て，市民は自ら主体となって宣言を行ったり，不満を述べたりするために集会を開くこ
とも可能であった。そのような目的で集まった市民が暴動を起こすことも当然あり得
た。市民に集会への参加の権利が認められ，道路や広場への立ち入りが無制限に認めら
れていたという点で，街路や広場は公共空間であるのみならず，各自の住居の延長のよ
うな私的な空間であるとも考えられていた。

都市のレイアウトは，特にヨーロッパ南部の比較的人口密度の高い地域，すなわち
ゴールや今日のドイツ南部では，このような公私の空間の融合を許容していた。おそら
く城壁内部の土地が手狭であったため，都市住民は私有地が街路や広場に面する境界線
までびっしりと家を建てた。裏庭には井戸があり，時には菜園や果樹園，それに生ゴミ
を捨てる穴もあったかもしれないが，前庭はまずありえなかった。そのため，特に都市
の中心部では，街路や広場のすぐ脇に，石造りか半木造の2階建て以上の建物が建ち並
ぶことになった。その結果，狭い小道だけでなく，幅広の街路や広場までもが，交流活
動のためのいわば開かれた内部空間の様相を呈した。都市住民にとって街路や広場は都
市の中の公共空間であると同時に，社交のための私的な社会的アリーナとなっていたの
である。

市議会が都市内部の街路や広場に対して広く管理権をもつようになった 13 世紀以降
の状況はこのようなものだった。公共空間に対する規則は経済活動，たとえば製造業や
商業に関する規則だけではなく，服装の規定から環境に関するものまであった。これら
の規則に関していくつか詳しく見てみよう。

まず倫理的な重要事項として，例えばさまざまな社会集団の会員身分の保証，職人ギ
ルドや商人の商社のような契約に基づく集団への加入，都市や町などのコミュニティへ
の参加，それに耕作農民を領域内に登録して管理下に置くかどうかといった問題は，す
べて神の意志に属する問題であると考えられた。したがって，これらの判断の基準とな
るような宣言法は必要とされず，ある人物の集団への加入を認めるかどうかは外見で判
断された。たとえば，メゲンブルグ のコンラッドは，社会的な地位だけではなく身体
の各部分のサイズの合計までもが神の意志の表れと考えていた26)。身体の形同様に，服
装も神の意志が支配する世界での個人の地位を表すものだと考えられた。そのため，服
装の規則は厳格な贅沢禁止法にしたがって定められた。道徳上ふさわしい行動を外側か
ら見ることで客観的に見極めることが可能だという信念から，人々の身体的特徴を細か
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に調べることが求められ，贅沢禁止法やその他の服装規定は厳密に守らなければならな
いものだとされていた27)。

環境面に関しては，都市の居住地からの悪臭が，中世とその後までも続く重大な普遍
的問題であった。塀に囲まれたせまい居住地では，排泄物やその他の廃棄物を処理する
適切な施設がなく，さらに都市内部に工房や作業所があり，市場が開かれるときには商
人の出入りも激しかった。これらの要因による悪臭が，人口の密集した都市を覆ったの
である。人糞や廃棄物は中庭や街路に捨てられた。このようなやり方は不法行為であっ
た場合もあるが，もっとも簡単な処理法であった。住居の裏庭にある汚水溜めに捨てて
埋めることもあったが，時にはその場所が井戸に近いこともあった。さらには近くの小
川までパイプで流すこともあった。居住地の中に川が流れていれば，川の両岸には水を
利用する職人の工房や職場が建ち並んだ。肉屋，皮なめし業者，染色業者，その他の職
人が廃棄物を川に捨てるので，廃棄物が川を介して都市から都市へと流れ込むことに
なった。

文学作品の中には，このように汚染され悪臭が漂う環境への不安を述べたものもいく
つかある。たとえば，ボッカチオのデカメロンは，黒死病が流行した当時の都市が如何
にきたないかの描写から始まっている。作品のなかでボッカチオは，フィレンツェで生
き残った人々を，少しでも臭気が少なく健康によい田舎に避難させ，都市に戻った暁に
は少しでも衛生状態を改善すると彼らに誓わせている28)。

都市当局の中には悪臭が我慢の限界を超えており，精神病やその他の病気を引き起こ
すのではないかと考え，悪臭を抑えようとした者もいた29)。あるロンドン市長は，都市
の街路に捨てられたゴミを調査するように命令し，ドイツのハンザ同盟の商人が ス
ティールヤード でテムズ川に廃棄物を捨てたとして罰金を課した30)。1336 年には，エ
ドワード3世が，ペストの蔓延を防ぐためには，都市を清潔にして悪臭がたちこめない
ようにすべきであると警告している31)。あまり改善が見られないと分かると，1357年に
王はロンドンの身の毛もよだつほどの汚さを嘆き，衛生状態が改善しないのであれば健
康への危険があると住民に警告した。それでも改善しなかったので，1372 年に，ロン
ドン市は他人の家のドアの前にゴミを放置した住民から4シリングの罰金をとるという
法律を制定した。同時に，窓からゴミを投げ捨てた住民には，2 シリングの罰金を課し
た。この法律は，1381年，1385年，1390年と繰り返し発せられている32)。

大陸では，ケルン市議会が 1353 年に，悪臭公害を防ぐために夜間に街路上の廃棄物
を処理するという法律を制定し33)，1376年にはゲッティンゲン市議会が市内を流れる水
路を清掃することで大気を浄化しようとしている34)。後者は 1398 年には，街路上に 2
日以上ゴミを放置してはならないという政令も発している。15 世紀になると，ニュー
ルンベルグの市議会が同様の行動をとり，市内を流れる小川にゴミを捨てないように要
請し，また，街路上のゴミは，八晩連続で放置してはいけないと定めた35)。同じく 15



38

世紀に，ハルツ山地北方のゴスラー市議会は，悪臭を防ぐために家屋の前庭に豚小屋を
建てることを禁止した36)。ただ，他の都市には寛大な支配者もいて，ビュルテンベルク
伯爵などはドイツ南西部のシュトゥットガルトの住民に，通る人の迷惑にならず，怪我
などの恐れがないという条件付ではあるが，ゴミを宮廷の中庭に捨てることを許可して
いる37)。

最後になったが重要なこととして，都市内の街路や広場は式典や祭りの重要な舞台で
あったことを指摘しておく。支配者は都市への入城の際に形式ばった儀式を執り行うよ
うに要望し，儀式を通して自らの権力と支配権を誇示しようとした。特に紛争後の入城
においては，市民が降伏するという形での入城を支配者が希望することもあった。15
世紀には，ブルゴーニュの支配者は都市から上納金をとるだけではなく，規則に従わな
い市民をむりやり服従させたことで悪名を馳せた。支配者は都市の暴動を抑えるために
軍隊を出動させ，鎮圧に成功すれば勝利者として都市に凱旋した。このような場合，街
路や広場が支配者の軍事力と政治力を誇示するための格好の場となったのである38)。

たとえば，1540 年に神聖ローマ帝国の皇帝カール 5 世が行った凱旋入城は劇的な効
果をねらったものだった。生まれ故郷のゲントで暴動が起きたという報告を受けたカー
ル五世は，ネーデルランドで摂政をしていた姉妹のマリーを助けて暴動を鎮圧するた
め，すぐさまフランドル地方に向かった。暴動が起きたのは多額の税金に対する不満か
らで，非常に深刻な状況にあった。マリーがひどく不安がるので，カールは諸々の戦費
をまかなうためにフランドルの諸都市から徴収した特別税に大きく依存せざるをえな
かった。カールとフランス王フランソワ1世との間で1536年に戦いが勃発したときも，
カールはゲントの豊かな中産階級に寄付を依頼したが，ゲント市民は寄付を拒んだ。マ
リーが1537年 6月 30日にネーデルランドにおける特別休戦協定をフランソワ1世との
間に取り決めた後も，ゲントは抵抗を続け，戦費の一部を支払うようにとのマリーの命
令を無視し続けた。マリーは将来の防備を固めるために寄付が必要だ言って嘆願した
が，それでもゲント市民は以前からある特権を盾に支払おうとしなかった。問題の解決
がなされないまま，市民の抵抗は続き，事態は悪くなる一方であった。市民は 1515 年
にカールがブルゴーニュ公爵として発した法律を記した羊皮紙〔calfvel〕を切り裂いて
みせ，抵抗を続けるというサインをドラマチックに演出した。そしてフランソワ1世と
の間に争いがなかった1539年に，暴動は近隣のフランドル地方一帯に飛び火した。

暴動を鎮圧したカールは，1540年2月14日に勝利の行列を整えてマリーや数人のロー
マ教皇庁使節〔nuntio〕，高官高僧や軍の代表団とともにゲントに入城する。フィリップ
善良公，シャルル豪胆公，マクシミリアン 1 世の時代にそうであったように，1540 年
のゲント入城は，領土の支配者が市民に対して強制力を持つことを誇示するためのもの
であった。カールは，自己の正当性を主張しようとしていたゲント市民に対して，自分
の力を見せつけることに成功した。彼は市民の嘆願には耳を貸さず，複数の暴動の指導
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者に死刑を宣告した。1540 年 4 月 29 日，カールはゲントから全ての権利や特権を剥奪
するという決定を発表する。市の公的財産は全て没収され，市民は公爵とその摂政に忠
誠を誓わなければならなかった。この式典は1540年 5月 3日に行われ，その翌日，カー
ルはゲントを彼の摂政による直接統治下におくという新しい憲法を施行した。カールの
権力を長期にわたって見せつけるものとして要塞も造られた39)。カールは，このゲント
の入城が成功だったと考えた。ゲントは，マリーが摂政を続けている間，平穏を保って
いたからである。しかし，マリーはネーデルランドの政治情勢が非常に危ういと感じ，
ことあるごとにカールに対して，戦費の調達をするならどこか別の場所を探してほしい
と頼んでいた。

フランドルの諸都市と近隣の領土を 14 世紀以降支配している統治者の間には，長年
にわたる対立や紛争の歴史があるが，〔神聖ローマ帝国の〕皇帝と帝国内の諸都市の関
係はどちらかといえば穏やかであった。たとえば，皇帝と帝国都市ニュールンベルグの
間は友好的であり，カールは祖父に習って 1520 年にニュールンベルグに以前からの特
権を認めている40)。後に帝国の後継者となる弟のフェルディナントは 1521 年と 1540 年
の 2 度にわたりニュールンベルグを訪れており，1541 年には，市民がカールを凱旋将
軍として迎え入れている41)。ニュールンベルグが神聖ローマ皇帝の都市として重要だっ
たのは，そこに帝国の紋章〔insignia〕があっただけではなく，豊かな商人や治外法権が
認められていた職人ギルドの家父長からなる上流市民に大きな権力を与える憲法があっ
たからである。帝国に仕えた法律家でビッテンベルクの法律学教授，ニュールンベルグ
市議会の法律顧問でもあった クリストフ・ショイエル・フォン・デファースドルフは，
1516 年に，ニュールンベルグ憲法が安定した良き統治のモデルであると語っている42)。
実際ニュールンベルグは，「ルター派の異端説」が1530年代にこの地に根付いたあとも
皇帝に忠節を尽くした。ゲントの反乱の後で，カールはニュールンベルグ憲法をモデル
として他の帝国都市に広めるように忠告をうけている。ニュールンベルグとは異なり，
帝国の多くの都市がゲントの憲法に近い憲法を保持しており，それらは職人ギルドを受
け入れ，何らかの方法で市民の全集団が都市政府に参画することを保証していた。
ニュールンベルグ憲法は，これらの規範に対抗するモデルとして，過激な反乱を防止す
る役割が期待されていたのである43)。

当時，多くの帝国都市が複雑な政治状況下にあった。「ルター派の異端説」がアルザ
ス，シュヴァーベン，フランコニアの諸都市に急速に広まり，カールもフェルディナン
トも何度か不穏な状況に対峙しなければならなかった。シュマルカルデン同盟の設立も
その 1 つである。13 世紀以降，都市間の連合や同盟，あるいは都市と領土支配者との
間の連合や同盟，たとえばハンザ同盟や，その他の短命な同盟がライン川流域，シュ
ヴァーベン，イタリア北部の諸都市間で結ばれたが，このような方策は都市が採りうる
外交・政治戦略の中で最も重要な戦略であった。カールが皇帝として在位した期間の初
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めのころは，帝国の指導の下に 1488 年に結ばれたシュヴァーベン連合が帝国内で最も
重要な同盟であった。しかしシュヴァーベン連合のメンバーであった帝国の諸都市にル
ター派が根付くと，ルター派のシュマルカルデン同盟からシュヴァーベン連合は大きな
影響を蒙るようになる。1533 年には，アウスブルグ，ニュールンベルグ，ウルムの諸
都市が軍事同盟を結んでいる。同盟に参加した都市の市議会も，参加しなかったシュ
ヴァーベン連合の諸都市も同様に，3都市の同盟はシュヴァーベン連合がもはや安全を
十分に保障しないと考えてのことだということを理解していた。したがって 1533 年の
この同盟は，連合が破綻していく前兆だったのである。これは，連合の協定の期限が翌
年に切れることになっていたことから，十分に予想された。実際，連合のメンバー都市
の定例会合が開かれた翌 1534 年，連合の協定は更新されなかった。1536 年，カールの
副宰相であったマティアス・ヘルド博士〔Dr Matthias Held〕は皇帝の命を受けて帝国内
を巡り，シュマルカルデン同盟に対抗するためにシュヴァーベン連合の後継となる同盟
を設立しようとしたが，彼の計画は支持を得られず，挫折している44)。結局，多くの帝
国都市がルター派に改宗し，シュマルカルデン同盟に加盟したのだった。

こうして，カールは単にカトリック教会と帝国の統一のための足場を失ったのみなら
ず，ドイツ南部にある帝国の諸都市の金融業者が支配していた信用市場へのアクセスを
脅かされることになった。しかも，少なくともしばらくの間は，ゲントで行ったような

〔軍事的な〕手段を用いて問題を解決することはできなかった。当時，カールには軍隊
もなく，また，ネーデルランドの諸都市に対して有していたような都市への合法的侵入
権を帝国の都市に対しては有していなかったのである。そのためカールにできたこと
は，カトリックとルター派の間の神学論争に融和的なアプローチで決着をつけることく
らいだった。1530 年代以降，カールがこのような融和手段に出たのは，自らの意志を
帝国の諸都市に徹底させる能力を欠いていたせいもあった。もし帝国の諸都市が，ゲン
ト市民がフランドルの宮廷にしたように皇帝に反旗を翻していたら，帝国は深刻な危機
に陥っていたかもしれない。

しかし，帝国の諸都市はカールの融和策に好意的に応じ，カールが 1530 年代に帝国
を巡っていたときには，皇帝はどこでも暖かく迎えられた。たとえば，ボローニャでの
戴冠式の後で訪れたアウグスブルグでは，市が自発的に凱旋入城式典を催している45)。
1538 年の段階でも，ウルムの市議会はストラスブルグの市議会と共に，ミラノで続い
ている戦いでフランス王を支持しないという誓約をしていた。両市議会は，フランソワ
1世との同盟は問題外であるという点で一致していた。フランス王はスルタンと同盟を
結んでいたし，それ以前に何度も条約を破る前科があったからである。両市議会は，帝
国臣民がフランス軍に入隊することを禁止するため繰り返し発せられていたカールの
命令を実施する準備も出来ていた46)。1543年に至ってもなお，カールのウルム訪問に際
して，市民は皇帝への忠誠を誓い，帝国の統一が促進されることへの支持を表明してい
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た47)。
しかし，カールを支持する流れは，カールが和平方針を改め，ルター派と敵対するこ

とを決めたとたんに抵抗へと変わった。1546 年にカールがドナウ川流域での作戦を始
めると，諸都市は皇帝軍の圧力を感じはじめる。シュマルカルデン同盟に加盟している
多くの中小都市，たとえばギーンゲン，ネルトリンゲン，アレン，ボプフィンゲン，ディ
ンケルスヴュール，ローテンブルク・オプ・デア・タウバー，シュヴェービッシュ・ハ
ル，ハイルブロンなどは，皇帝軍に盾突くのは不利と見て皇帝側に寝返った48)。ウルム
でさえも，皇帝軍がウルムの領土に侵入するのではないかとの恐れからシュマルカルデ
ン同盟を脱退することを考えた。1546 年 12 月の終わりに，ウルム市議会は再度，スト
ラスブルグ市議会に書簡をおくり，皇帝に対して共同歩調をとるように促したが，この
試みは失敗した。ストラスブルグは皇帝支持には回らなかったが，ウルムは1546 年 12
月 28 日付けで皇帝への忠誠を誓った49)。アウグスブルグも同様に立場を変え，1547 年
にカールの軍に所属した50)。

しかし，カールはシュマルカルデン同盟への加盟そのものを反乱行為とみなし，厳し
い処置をとった。ミュールベルクで勝利すると，自らの力を頼んでアウグスブルグやウ
ルムの内政にも干渉をはじめ，皇帝の力を誇示し，帝国諸都市がカールに対決姿勢をと
ることは許さないという決意を示した。ゲントのときほど決定的に激しいものではな
かったが，同様の怒りを市民たちに示したのである。そのためアウグスブルグの市民は，
皇帝が 1548 年に帝国議会開催のため同市を訪れた際には，彼をひれ伏して迎えなけれ
ばならなかった。議会は仮信条協定〔Interim〕を承認したが，それは神学理論に対する
暫定的な法的枠組みとして市民に伝えられた。仮信条協定は，ルター派とカトリックの
共存を当面の間認めていたが，市議会に対してはツウィングリ神学の信奉者を取り締ま
るように命じていた。それは，実際にはツウィングリ派の牧師を都市から追放すること
を意味し，アウグスブルグ市議会は実際に追放したのであった。

1548 年 8 月 3 日，カールはさらに締め付けを強める。すなわち，アウグスブルグ市
の憲法を廃止し，市議会の議員を追放し，ギルドを解散し，穏健派らしい市民を新たに
議員に任命し，ニュールンベルグのモデルにしたがった新しい憲法を施行したのであ
る51)。その後カールはウルムに急行し，同様の行動を起こした。市民は再びカールの前
にひれ伏し，忠誠を誓わなければならなかった。1548 年 8 月 15 日から 16 日にかけて，
カールはウルムの憲法を廃止し，ギルドを解散し，ニュールンベルグに倣った新しい憲
法を施行した。2 日後には，議会のメンバーをより従順そうな人々に入れ替えた。彼は
ウルムではアウグスブルグ以上に厳しい姿勢でのぞみ，ルター派の牧師たちを仮信条協
定に違反したという理由で8月 20日に逮捕した52)。

ウルムを出発したカールは，ネーデルランドに向かった。しかし，皇帝が去った後の
ウルムではカールが行った荒療治に対してゆり戻しが起きた。早くもその翌年には，以
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前の権力者の多くが返り咲き，ギルドも再興し，古い憲法が再び施行された。ウルム憲
法の歴史は 1396 年に発効された憲章にまでさかのぼる。その憲章には，市長および上
流市民と，平民たちとが互いに忠誠を誓い，安全を守り法律を尊重するとの約束が記さ
れていた。ウルムの年代記編者であるフィッシャーは，この憲章は市内の平和を維持す
るものであるとして以下のように賞賛している。「ウルムほど戦争が少なく，平和裏に
統治されている都市は，どの年代記を見ても見当たらない。必要不可欠な場合以外，ウ
ルム市民は戦争に参じたことがない」53)。フィッシャーはそう述べた後で，シュマルカ
ルデン同盟との戦争による荒廃を嘆き，ウルム市議会が同盟に加盟したことを非難して
いる。続いて市の不服従に対する合法的対応としてカールが干渉してきたことに言及
し，不服従は市議会の責任であるとして非難している。しかし同時に彼は，旧憲法を修
正する必要はないとも主張している。実際，憲章は公的儀式の礎として復活し，市政府
に所属している全ての人々が，年に 1 度互いに忠誠を誓い合う儀式が行われることに
なった。ただし，その年に 1 度の日は，憲章が指定している日とは異なっていた54)。こ
の儀式はやがて年に1度の祭りとなり，今日なお開催され続けている。

アウグスブルグでは，カールの改革は比較的好意的に受け入れられた。アウスブルグ
は，商工業の中心地であるだけではなく司教座のある都市であった。アウグスブルグの
豊かな商人からなる上流市民やカトリックの聖職者は，旧市議会が利己的で対応が不適
切であったと非難した。商人の代表で構成された新議会は，95,000ギルダーの補償金を
カトリック教会に支払い，司教，司教座参事会，修道院，カトリック聖職者の安全を保
障した。抑圧されたギルドが 1552 年に短期間反乱を起こした以外は，この新たな体制
は安定しており，カトリックとルター派が平和に共存していた。

凱旋入城を行うのは必ずしも戦いに敗れたときとは限らない。新たな支配者が都市へ
の支配を継続する意志を表明するために，都市に入城することもあった。たとえば神聖
ローマ帝国の皇帝カール5世は，ルター派の砦になっていた帝国の諸都市のみに干渉し
たわけではなく，引き続きカトリックを信奉する都市への影響力の強化もねらってい
た。ケルンの場合を考察してみよう。ネーデルランドに向かう途中の 1548 年，カール
はケルンを訪れ，放置すると深刻になりそうな諸問題の解決を図った。ケルンでは，自
治組織の建物が教会選帝侯領の大司教の行政中央施設に隣接しており，都市と大司教が
敵対的になることも多かった。1548 年 6 月には，新たに任命されたシャムバーグの大
司教アドルフ3世によって論争の火蓋が切って落とされた。この新任の大司教は，市民
が彼を歓迎する証として，都市への正式な入城式典を求めたのである。市議会はこの要
請を検討した結果，大司教が入城式典を利用して市民に対する支配を表明しようとして
いるのではないかと考えた。ケルン市民は皇帝以外の誰にも従属しないことから，市議
会は大司教の要請を断る決断をした。市議会は過去の記録を調べ上げ，キリスト教のケ
ルン伝来以来の歴代の大司教 64 人のうち，入城式典を行ったのは 4 人のみだったと主
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張した。しかもこれら 4 人の大司教は特に問題があった人物で，ケルンとの関係も悪
かったことが資料から判明した。こうして市議会は，入城式典が行われなくても大司教
には全ての法的な権利が認められること，都市との友好的な関係を維持したいのであれ
ば，大司教は要請を取り下げるべきだとの結論に達した55)。

しかし，大司教は簡単には折れなかった。仮信条協定の熱心な支持者であったアドル
フ 3 世は，1548 年にアウグスブルグの帝国議会に出席して司教祝聖を受けていた。カ
トリック神学理論の本質に変更を加えようとはしなかったが，教会改革を求めるカール
の要請を受け入れていたのである。入城の式典に強硬に反対しているケルン市民を説得
するために，大司教は皇帝の力を借りようとした。カールは大司教を支援することにや
ぶさかではなく，市議会に対して大司教の入城式典を執り行うように求める一方で，ケ
ルンの諸権利や特権を今後も認めることを約束した56)。しかし，カールの期待に反して
市議会は反対の姿勢をくずさず，皇帝の意志を無視した。カールは，自らケルンを訪問
する際にこの問題の決着をつけようとした。訪問は 1548 年 9 月 7 日であったが，皇帝
はケルンでまったく歓迎されず，その不人気ぶりは正式な入城式の最中も，見物人が抗
議を叫び，牢屋に入れられる事態が起きたほどであった57)。入城したカールは市議会と
話し合い，市議会はこの問題を再度検討し，最終的な結論を皇帝に報告することに同意
した。

1548 年 9 月 17 日，カールはブリュッセルに向けてケルンを出立した。ケルンでは，
皇帝の提案についての論議が長期間続けられた。翌年の春，市議会はブリュッセルに使
節を派遣して皇帝側と交渉させた。カールは大司教に正式な入城式典を認めるべきだと
の意見を変えず，1549 年 10 月 4 日という日付まで指定した。ナッソーのオレンジ公ウ
イリアム伯爵とノイエナールのウイリアム伯爵の2人が仲介者に選ばれ，使節は彼らに
よる 2 つの提案を携えてケルンに戻り，1549 年 4 月 6 日の市議会に報告した。市議会
は提案を受け入れ，使節をブリュッセルに送り返した。その結果，ようやく入城式典が
予定された日に行われることになったのである58)。

ケルンでのこの出来事は，現実的な行政問題に関して都市に対する皇帝の力が限定的
なものであったことを示している。宗派的な友好関係の如何にかかわらず，皇帝が都市
を動かすには長期にわたる交渉が必要だったのである。たしかに理論上は，帝国の都市
を治める権限は皇帝にあり，カールはそのことを額面どおりに受けとっていたが，現実
はそれとは異なっていた。皇帝は，自身が都市に赴いている間，あるいは軍隊という脅
しがある場合にのみ都市を支配することができたのであり，巡回する支配者である皇帝
が都市に長期的な支配を加えるためには，土地の権力者との合意が必要だった。帝国の
法律を地元の権力者の意向に反して強制したり，市民の抵抗を抑えて皇帝の意を通した
りするには，費用や労力がかかった。市議会や上流市民や一般庶民は，皇帝が軍を率い
て現われると，その威光を怖れ，命令を聴きいれ，忠誠を誓い，ひれ伏しさえしたが，
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それは一時のことで，しかもそうすることで皇帝に対する恨みを増幅していたのだ。し
たがって一旦皇帝が姿を消すと，皇帝の命令は無視された。その場限りの権威を見せつ
けることで，カールは逆に臣民たちから孤立することになったのである。

1540 年代も終わりになると，市民の間に帝国に対する嫌悪感が増し，市民は帝国へ
の経済的な支援をやめることを真剣に考えるようになる。当時の状況では，政治的な嫌
悪感からだけではなく，経済的な理由からもそう考える市民が増えていた。金融業者は
皇帝の利子の支払いと借金返済能力に疑問を持ち始めていた。帝国の金庫からの現金流
入量が減ったことで，金融業者の資金も不足しがちであった。フッガー家のような資産
家が皇帝に資金提供を続けたのは，そうしないとそれまでの投資が戻らなくなるのをお
それてのことにすぎない。1548 年の末にカールは，相変わらず軍事力を誇示し，帝国
の領地内で自分の意志を通そうとしていた。しかしそうすることでカトリックかルター
派かにかかわらず領民の心はますます帝国から離反していった。カールが都市を攻撃し
たのは，特に都市のエリートが反旗を翻すのを止め，忠誠を求めるためだったのである。

入城式典はもっと手の込んだ統治のための公的演出，たとえば支配者の会合や帝国議
会をはじめとする議員集会と一体となって行われることも多かった。皇帝カール5世は，
1530 年 2 月にボローニャで盛大な戴冠式を挙行している。軍事行動だけでなく，この
ような式典が皇帝の権威を誇示するための重要な手段であった。この意味で神聖ローマ
帝国の戴冠式はカールにとって最高に重要な儀式だった。王冠を戴くことは，皇帝の権
威を高めるだけではなく，最高の名誉を手にすることを意味した。しかしながら，帝国
の戴冠式はイタリア以外では行いにくく，にもかかわらずカールが到着した 1529 年当
時のイタリア半島は複雑な情勢にあった。遠征に憤慨したフェルディナントは，できる
だけ早期にドイツ語圏に戻るようカールを促した。カールはフェルディナントの進言を
聞き入れ，1530 年 1 月 21 日に帝国議会の議員に対して同年の 6 月にアウグスブルグに
集合するようにと招待状を発している。議会が開会する日までに，カールはアウスブル
グに行かなけらばならなかったが，権力配分に関する争いから皇帝はしばらくイタリア
半島に留まらざるを得なかった。

1525年のパヴィアの戦いの後，カールはミラノ公国問題に深入りしていた。宰相ガッ
ティナーラは，イタリアの自治都市は地元の人間が治めるべきであると考えており，
カールがミラノを領有してしまうと反ハプスブルグ感情が芽生えるのではないかと心配
した。そのため，1521 年以来ミラノを治めていたスフォルッツァ家のフランソワ 2 世
を復位させるようにカールに進言した。最終的には，カールは宰相の進言をとりいれ，
1529年にフランソワ2世をミラノ公とする親任式を行った。

もう1つの問題はフィレンツェだった。メディチ家出身の教皇クレメンス7世は，メ
ディチ家の利益の追求と領土の支配権強化に熱心だった。彼の最優先の目標は，1527
年以来フィレンツェから追放されているメディチ家をその支配者として返り咲かせるこ
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とであった。クレメンス 7 世は，カールの娘マルガリータが教皇の甥のアレッサンド
ロ・デ・メディチに嫁いでいたことから皇帝の支援を求めた。教皇はその際，カールが
フィレンツェにおけるメディチ家の復権に協力しなければ戴冠式を行わないと主張し
た。しかも，永遠の都ローマではかつて皇帝軍が行った略奪行為の記憶が尾をひき，皇
帝の名は人々にその災難を連想させずにはいなかった。カールはこうした事情を考慮
し，アレッサンドロが戻るまでフィレンツェを包囲することに同意した。

フィレンツェの次はヴェネチアが問題になった。ヴェネチア共和国は地中海東部と西
アジアを商圏とする貿易国で，そのためオスマントルコ帝国との友好関係維持に腐心し
ていた。トルコ軍が地中海を西進し，またバルカン半島を北進したときも，ヴェネチア
はトルコとの友好関係を維持していた。このようなヴェネチアは，十字軍を組織しよう
としていたカールのパートナーとしては何の価値も無い。それどころか，スルタンとの
外交交渉によって，ヴェネチアは将来フランソワ1世と同盟を結ぶ可能性すらあったの
である。ヴェネチアの親フランス政策を中和するかのように，その最大のライバルであ
るジェノヴァは 1528 年にフランス支持から帝国支持へと立場を変えた。ジェノヴァの
転向によってイタリア北部におけるフランスの勢力が衰えたため，カールはこの動きを
歓迎した。

さらにイタリア南部では，カールは両シチリア王国での自らの地位を固めることがで
きずにいた。シチリアは，宗主権を有する教皇と直属の領主との間で王国政府が選択に
迷うことが多いため，混乱しているであろうとカールは考えていた。戴冠式を無事に済
ませるために，カールはシチリア政策で教皇を支持する必要があった。もっともカール
が教皇を必要としたのは，戴冠式のためだけではない。他にも緊急を要する案件があり，
教皇の協力を必要としていた。ヘンリー8世の離婚問題もその1つであったし，また教
皇が持つ多くの特権をカールは手に入れようと望んでもいた。そのため，カールとクレ
メンス7世がボローニャに滞在している間に，多くの問題を交渉によって解決する必要
があったのである。

1529 年の秋から 1530 年の春にかけてのこれらの交渉に関する記録は，意外にもほと
んど残っていない。カール自身が書いたと思われるメモには，ヘンリー8世の離婚問題
と教皇令についての2つの案件しか記されていない。しかしその他の資料を見ると，戴
冠式の場所と手順についての話し合いと，フィレンツェ問題にからんで教皇から帝国へ
の支援要求も行なわれたことが明らかである。クレメンス7世は戴冠式をボローニャで
行う意向であり，ヘンリー8世に対して強硬な態度をとる気もなかった。時間と資金が
限られていたカールは，教皇が希望する条件を受け入れるしかなかった。こうして戴冠
式の日取りは1530年 2月 24日のカールの誕生日に決まり，フィレンツェの包囲はそれ
まで続くことになった。宰相の ガッティナーラは，戴冠式を永遠の都ローマで行わな
ければ，ルター派から戴冠式の正当性を疑われると進言したが，カールはこれを無視し



46

ている59)。カールはこの他にも，ナポリ訪問や，両シチリア王国に ｢ 良い政府 ｣ を樹立
する計画をあきらめなければならなかった。

この戴冠式を描いた興味深い記録が版画という形で現存している。この絵には，戴冠
式の後に教皇と皇帝が馬に乗って行進しているところが描かれている。画家は，マルガ
リータの宮廷で木彫と銅版画の作成をしていたフランドルの芸術家ニコラウス・ホーゲ
ンベルクである。この作品で，馬上の2人は 4人の男が持つ天蓋の下を進み，その後ろ
には槍を持った兵士を多数従えている。クレメンス7世は司教冠をかぶり，カールは神
聖ローマ帝国の王冠を頭に載せている。皇帝の方が絵の前面に描かれているが，教皇の
馬の方が皇帝の馬よりわずかに先を進んでおり，教皇は左にいる皇帝を振り向くように
見ている。教皇の頭は，皇帝の頭よりわずかに高く描かれ，教皇がかぶっている背の高
い司教冠が絵の中央部を占める。教皇の後ろにいるカールは，少し小さめに，繊細に描
かれている。画家ホーゲンベルクはカール寄りの人物だが，それでも教皇を皇帝より高
い位置においたのである。おそらく画家は，中世の戴冠式の絵の伝統に基づいてこの作
品を描いたのであろう。戴冠式を描いた中世の絵画では，絵の中心人物と式典の主人公
はあくまで王冠を授ける司教であって，王冠を受ける支配者ではない。教皇の権力を宣
伝するために，この絵が描かれたとは思えないので，当時の一般大衆が皇帝誕生の式典
における中心人物はあくまで教皇であると考えていたと理解すべきであろう。カールは
このような考えを喜ばなかったかもしれないが，受け入れてはいたようである。カール
にとって重要なのは式典そのものではなく，その結果だった。すなわち，神の恩寵に
よって王冠を授けられたという事実が重要なのであった。

カールの祖父であるマクシミリアン I 世は，帝国議会召集の機会を利用して華麗な入
城行進を行ったことがある。1509 年にはヴォルムスでの帝国議会開催の前に，1,000 人
の側近が馬に乗って入城している60)。1507年には，コンスタンスの帝国議会の前に同様
の入城を行っている61)。しかし，このような試みがまったくの失敗に終わることもあっ
た。1488 年にブリュージュを訪れたマクシミリアンは，フランス王ルイ 11 世との戦い
への議会の支持を集めるために市の中央広場のひとつで軍事パレードを行った。その
際，槍をもった軍隊が円形を描きながら行進し，司令官の号令で一斉に立ち止まり，見
物していた市民に向かって槍を突き出した。市民は攻撃の始まりと誤解して，その場を
逃げ出してしまった。騒ぎに気づいたマクシミリアンが軍を静め，市民に冷静な対応を
求めたが遅かった62)。市議会はマクシミリアンを逮え，2 ヶ月監禁した。監禁を解かれ
た後，マクシミリアンはルイ11世との戦いを再開し，翌年 テルーアンヌで地すべり的
な勝利をおさめる。ブリュージュに凱旋したマクシミリアンは，監禁されていた建物を
取り壊し，市議会を罰した63)。

この他の娯楽については，それほど恐ろしい話は伝わっていない。中世の終わりには，
都市の民衆は広場で吟遊詩人や，芝居書き，フェンシングやレスリングのプロによる卓
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越した演技を楽しんだ64)。また，貴族階級が娯楽としてトーナメントを催し，市民に見
物させることもあった65)。

これらの出し物のために多くの人が都市の城壁内に入ってきたが，そのすべてがまっ
とうな人とは限らなかった。そのため市議会では，警察組織を設立して秩序の維持にあ
たらせた。組織の任務は，夜間に都市の見回りをし，不法な流入，特に物乞いやその他
の貧しい人々の流入を防ぐことであった。これらの人々の流入は，市にとって財政上の
負担になるからである。住民以外の貧しい者を退去させるために，厳しい対策が採られ
た66)。正規の住民は，戸籍に登録されており，何世代も前の市内への移住が記録に残さ
れていた。住民は都市内に1つかそれ以上の地所をもち，家族やその他の被扶養者とと
もにそこに住んだ。もちろん市民は都市の外にも私有地を所有することが許された。何
世紀もたった後でも，市民の先祖がいつ都市への移住を許されたか，またどこの出身か
を残された記録からたどることができたのである67)。都市とは，秩序と平和が保たれた
公的空間であった。城郭の中で武器を保持，携帯，使用することは厳しく禁止された68)。
市民の間の争いごとは，法的な手続きを経て平和裏に解決しなければならなかった69)。
秩序が保たれた都市は，城外に広がる危険とみなされた場所と比較して，安全であると
考えられたのである。

3　中世の風景における道路

中世の終わりから近代初期のヨーロッパにおける国家形成の重要な特徴は，都市内で
確保されていた安全を都市同士の間に広がる領域にまで拡張した点にあった。都市と
地方の政府の間の差が次第になくなり，それにつれて都市の街路〔street〕と長距離の地
方道路〔road〕との概念的な差も縮まっていった。このような事態の進展には都市部の
議会と，領土全体の支配者がかかわっていた。両者は互いに調整しながら事業を進める
こともあったし，別々に事業を進め，結果を確認しあうこともあった。両者の主な関心
事は，橋を建造して維持･管理すること，そして道路の利用者に安全を保障することで
あった。

この時代には，輸送革命がヨーロッパ各地で起きていた。牛に代わって馬が荷を運ぶ
動物として利用されるようになったのである。馬は牛より足が速いので，旅の平均的な
スピードも増した。また，道路や橋が良くなり，旅の安全性も向上した。街道には旅館
ができ，アルプスの峠道には病院ができて，病気の旅人を介抱した70)。支配者は長距離
の公道〔highway〕を特別に保護し，道路の整備と通行人の安全に特に注意を払った71)。

製造業者や商人に次いで，巡礼目的の旅人が劇的に増加し始める。さまざまな職業の
人々がローマ，サンチャゴ・デ・コンポステラ，さらにはパレスチナの聖地などに赴い
たが，西ヨーロッパのもっと身近な場所に行く巡礼者も多かった。一人旅の巡礼もいれ
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ば，集団で旅に出る者もいた。サンチャゴ・デ・コンポステラのように有名な場所には
多くの巡礼が集まり，街道沿いの旅人相手の商売が繁盛した。巡礼のための案内人，観
光地図，ロザリオなどの信心用具，記念のコイン，地域の特産品や食品などを扱う新た
な産業も生まれた72)。カトリック教会は，贖宥状を発したり，聖年を設定したりして巡
礼への熱をあおった73)。しかし，たとえこれらの仕掛けがなかったとしても，巡礼の流
行はとどまるところを知らず，ますます盛んになったことであろう。当時，ローマに向
かう巡礼は，皮肉を込めて「ローマのランナー」と呼ばれていた74)。

パレスチナへの巡礼も同様に盛んであったが，それは旅人とパレスチナ住民の両方に
とって危険と隣り合わせであった。11 世紀の終わりから 12 世紀にかけては，熱心なキ
リスト教徒が十字軍に続いて聖地におしかけ，十字軍に対して保護を求めるばかりか，
聖地の支配権をイスラム教徒から奪還するためにもっと戦争をするようにと激励した75)。
しかし，これらの巡礼自身もまた危険に遭遇することがあった。もっとも，イングラン
ドのパン屋，ウイリアム･パースほどに全員が不運だったわけではない。ウイリアムは，
1201 年にパレスチナ巡礼に 1 人で出立したが，ロチェスター大聖堂の前で殺害された。
しかし，彼の死後すぐに地元で共感する者たちが現われ，1256 年に列聖されることに
なったので，その悲惨な運命も報われたと言えるかもしれない76)。最後に，巡礼が流行
したことで，14 世紀には旅行記という新しい文学のジャンルが生まれたことに言及す
る必要があろう。ジョフリー・チョーサーのカンタベリー物語は，ロンドンからカンタ
ベリーまでの巡礼についてうたい，ロンドンの住民が遠出をお祭り騒ぎのように楽しん
でいた様子を記録にとどめている77)。

貴族に率いられた軍の遠征は，さらに進んだ形態の旅行であり，中世後期には多くの
人がこのような旅を経験した。貴族も都市住民もともに旅文化の高度化に尽くしたが，
とりわけ貴族は，武勇や騎士道精神を発揮し，強力な支配者に対して自らの能力を誇示
するチャンスとして旅をとらえていた。そしてなによりこのような旅によって，彼らは
食事や娯楽を提供するだけの財力があることを証明することができた。中世の中期から
後期の宮廷文学では，はるかな異国への危険極まりない旅に出た貴族の冒険物語が主流
になっている。これらの冒険物語の中心となるのは十字軍の物語で，それらは宮殿の壁
画の主題にもなった78)。シュヴァーベンの騎士で皇帝マクシミリアン I 世の若い頃の友
人であったエーヒンゲンのゲオルグのように実際に冒険の旅に出た人物の物語が，虚構
とないまぜにされながら語られた。エーヒンゲンのゲオルグは，ポルトガルに赴き，そ
こで国王ジョアン2世の部隊を率いてアフリカまで遠征した人物である79)。

同様に一般の歩兵も傭兵として多くの遠征に参加した。ある者はイングランドの大弓
の射手として，またある者はジェノヴァの石弓の射手として，それぞれの専門とする武
器を扱うプロになった者もいた。スイス兵のように，勇敢で信義に厚いとして名声を得
た人々もいた 80)。16 世紀に入ると，もともとマクシミリアン 1 世によって設立された
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傭兵の歩兵部隊がスイス兵と競い合い，1530 年代から 30 年戦争が終わるまで，数ある
傭兵の中でもっとも広範に雇われることになった。もっとも多くの人々が移動した旅行
として記録されているのは，このような軍の遠征に関連するものであり，その結果，ド
イツ語の Reise やラテン語の expeditio が長距離の軍の遠征を示す専門用語として使用さ
れるようになった81)。

11 世紀になると行政府が人口の多い大都市に置かれるようになる。フランスではパ
リ，イングランドではロンドンのような大都市に王が住むようになり，そこが首都に
なったのである。ボヘミアではプラハが地域的な中心地となり，14世紀の短い間であっ
たが，神聖ローマ帝国の首都にもなった。ハンガリーでは王国政府がブダとペストに設
立され，ポルトガルではリスボン，スウェーデンではストックホルム，デンマークでは
コペンハーゲン，ポーランドではクラクフがそれぞれの首都になった。神聖ローマ皇帝
は相変わらず各地を巡回する支配者であったが，15 世紀の終わり以降はウィーンが皇
帝の主な居住地となった。

皇帝に続いて，さらに強力な帝国内の支配者がそれぞれの居城を築いた。バイエルン
ではミュンヘン，ザクセンではドレスデン，ヴェルフ家領ではブラウンシュワイク，ブ
ルゴーニュではブリュッセルなどが政治の中心地となった。一方で，ケルン，マインツ，
トリールなどは教会の中心地として，また教会選帝侯領の行政中心地として栄えた82)。
その結果，大都市の政府が近隣の田園地帯にまで勢力を伸ばし，かなり大きな領域を支
配するようになった。ジェノヴァ，ミラノ，ヴェネチアなどでは，都市政府が周辺地域
一帯を支配するようになり，アルプス山脈の北側では，フランクフルト，ニュールンベ
ルグ，ウルムなどが同様の発展を遂げた。

それぞれの都市には都市特有の性格があり，おかれた条件も異なってはいたが，その
プロセスの結果はどれも似ていた。すなわち支配者の居住地が都市の中心地となること
で，支配者の命令による人々の行き来が頻繁になったのである。支配者が領民の間を巡
回するのをやめたことで，領民の方が支配者やその地域的代理人の下に出向かなければ
ならなくなった。行き来が頻繁になれば，市議会は都市内の街路の維持・管理を強化し
なければならない。市民にとっても，市外からの訪問者にとっても，新たなコミュニ
ケーション・輸送・交易の場として，清潔で幅広い道が必要となる。こうして，都市内
の空間でマーケットが開けるくらいの幅があるものに対しては，大通り〔Broad Street〕
という用語が頻繁に使われるようになった。

庶民が支配者の命令で旅を始めたのは，おそらく 10 世紀後半にまでさかのぼる。そ
れは，イングランドのエドガー王が，流通している貨幣を3年ごとに取り替えなければ
ならないとの命令を975年に発したことに始まる。この命令は，貨幣価値が下るのを防
ぐためのものであったが，これを実施するには，王立の造幣所をイングランド各地に建
設し，しかもその立地は，農民が村から日帰りできる程度の場所でなければならなかっ
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た。そうでなければ王の命令を守ることはできない。古銭を調べた結果，エドガー王の
この命令は11世紀半ばまで実際に守られていたことがわかっている83)。

当時，他の地域ではエドガーが出したような命令は出ていない。この時代は，イング
ランド以外では，支配者の命令によって個人が旅をしなければならないというようなこ
とが，まだ，少なかったのである。14 世紀の初頭でもそのような状況であったことを，
マルコ・ポーロが間接的に証明している。彼によれば，そのころ中国では皇帝の命令で
郵便の配達が行われていた。マルコ・ポーロは，馬に乗った郵便配達人がいかに効率的
に移動しているかを称賛し，そのスピードが速いこと，長距離道路を旅する特権を有し
ていたこと，馬につけられた鈴の音を聞いたら通行人は道を譲らなければならなかった
ことなどを述べている。この報告は多くの読者の関心をひき，中世の作家が中国につい
て語るとき，この部分を引用することが多かった84)。マルコ・ポーロが中国の郵便制度
について驚きをもって語っているところを見ると，当時のヨーロッパにはこのように政
府の命令によって移動する習慣がなかったことが推測できよう。

各地域の中心都市が発展することで，人々の往来は一層激しくなった。中心地では，
支配者や政府が権力を誇示するための特別な建造物を建てたり，それを保持したりする
ために，芸術家や職人を必要としていた85)。14世紀後半には，旅行記や旅行を題材にし
た小説，またジョヴァンニ・ボッカチオのデカメロンのように，物語のナレーションに
旅行を題材にした文学作品が流行した86)。巡礼に関する豪華なイラストつきの本も広く
出回るようになった87)。このような文学に関心が深まったのは，13世紀以降，それまで
以上に長い距離を人々が旅するようになり，遠い異国への興味がいっそうかきたてられ
るようになったためであろう。

長距離の旅をするのは商人だけではなかった。十字軍が壊滅的な終局を迎えたあと，
カトリック教会は宣教師やさらにはスパイまでも，近東や東アフリカのような遠い土地
に送り込むようになった88)。15世紀のフィレンツェの商人，ニッコロ・デ・コンティは，
インド，東南アジア，そしておそらくは中国まで旅し，イスラム教徒への改宗を強いら
れた経験を語っている。イタリアに戻ったコンティは教皇の謁見を求め，懺悔をしたと
いう。教皇はコンティの罪を許し，悔い改めの印として教皇の学識豊かな秘書ポッジボ
ンシに旅で見聞きしたことを詳しく伝えるように申し渡した。ポッジボンシ が書き記
したコンティの話は，たちまちベストセラーになった。教皇だけではなく，多くの人々
が彼の旅の話に夢中になった89)。これらの書物を読むと，多少の危険はともなうものの，
旅はもはや命がけの冒険ではなくなっていたようである。実際の旅行記でも，旅を題材
にしたフィクションでも，そこに語られるのは遠い異国の美しい風景であったり，物産
の豊かさであったり，一攫千金を得る数多のチャンスであったりする90)。15世紀になる
と，有名な温泉地をはじめとする単なる骨休めのための旅行も盛んになる。たとえば，
コンスタンス会議（1414–1418）で教皇使節〔nuntio〕の秘書を勤めた学者の ポッジョ・
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ディ・グッチオ・ブラッチョリーニは 1417 年に友人にあてた手紙で，今日のスイスに
あるアールガウ州バーデンの温泉での楽しみについて語っている91)。

当時の旅は個人か少人数で行うことがほとんどで，軍の遠征を除けば大集団で旅行す
ることはめったになかった。14 世紀以降に目立つ例としては，イングランド王のエド
ワード 3 世が，1338 年から 1340 年まで都をフランドル地方に移したことである。イン
グランド王は，フランス王との戦いで大陸での同盟相手を探すためにこのような決断を
したのだった92)。

旅をする機会が増えたことで，人々は支配者に道路を管理するよう求め始めた。14
世紀初頭にはすでに，教皇ボニファチウス8世が，交通量の多い巡礼路を利用する旅人
は，逆方向に旅する人々のために左側に寄って通行するようにとの命令を出している93)。
これはおそらく左側通行という交通ルールのはしりである。15 世紀には，道路の安全
確保は皇帝の任務となった94)。帝国以外では，それぞれの土地の支配者が幹線道路や橋
の管理義務を負った。イングランドでは，ヘンリー8世が司法官に通行可能なように橋
を管理する仕事を委託している95)。18世紀以降，イングランドの道路は，季節に関係な
く1年中利用できるようにターンパイクすなわち有料道路として建設された。当時の道
路は道幅が狭く，舗装もされていなかったため，混雑しているときや，大雨の後で深い
轍ができたときは，とりわけ移動が困難だった。ターンパイクは，普通の道路の2倍の
道幅があり，左側は非常用にとっておかれた。18 世紀後半から，必要に応じて左側の
部分も利用するようになった96)。18世紀の終わりにかけて，政府による盗賊などの取り
締まりが徐々に功を奏するようになるが，それでも旅に危険はつきものだった。7年戦
争の最中には，プロシャのフレデリック2世が姉妹への手紙の中で軍の状態が思わしく
ないことを嘆いているが，その中で，王は自身を盗賊の集団につかまった旅人になぞら
えている97)。

支配者は，領内の道路の管理よりも国境の警備のほうに関心を寄せていた。彼らは犯
罪人の逃亡や兵士の脱走にそなえて国境に常設の検問所をつくり，見張らせた。また同
じ目的のために，18 世紀にはパスポート98) の一般的な利用に関する法律が制定された。
パスポートは，それまで特定の軍でのみ通用していた古い規制に代わる措置として導入
された99)。新しい法律では，上官から許可を得て隊から離れる兵士にはパスポートが渡
され，パスポートを持っていない兵士は脱走兵と見なされた100)。しかしこの法律は，脱
走を減らす上であまり効果的ではなかったらしい。フレデリック王自ら，信頼できない
兵士の脱走を阻止するよりも，忠誠心の厚い新兵を訓練した方が戦闘能力は維持できる
と述べている101)。軍の組織にとって，脱走が深刻な問題になるのは，敵以上に味方に脱
走兵が多いときである。それはもはや敗北の予兆に他ならない。1806 年から 1815 年に
かけて，すなわちナポレオン戦争の最中に，ナポレオンと同盟を結んでいたバイエルン
王国の政府が脱走兵の記録を残しているが，それによるとバイエルンの脱走兵が 7,795
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人，領内での外国の脱走兵が 43,449 人であったという102)。一方で，移民や旅行を管理
するためにパスポートの取得を義務付ける政府は，当時はまだなかった。

4　管理された場所としての街路と道路のイメージ

都市内の街路〔street〕と同程度の安全が，都市外の道路〔road〕にも確保されるかど
うかは，ひとえに支配者の管理が効果的かどうかにかかっていた。中には傭兵を雇って，
各自の都市から 30 キロまでの道路の通行の安全を維持した市議会もあった103)。他の都
市は，商人の隊列を軍隊によって手厚く保護していた104)。フランス王をはじめとする支
配者の中には，道路における旅行者の安全確保にかなり成功した者もいた105)。こうした
努力を補うように，個人やギルドが橋や土手道の建設･維持にかかわることもあった106)。
それでも，道路に危険はつきもので，さらに怪しげな商売がはびこることもあった。こ
うして都市内の街路と長距離道路の差が広がり，前者は清潔で安全，後者はきたなく危
険だというイメージができたのである。

状況は地域によってさまざまであり，すべての政府が，それぞれが管轄する道路の安
全確保に熱心だったわけでも，また成功していたわけでもない。しかし，政府に安全を
要求する声が大きくなり，それは次第に政治的な課題となっていった。つまり移動する
人々に安全を確保できるかどうかが，統治がよくなされているかどうかの試金石になっ
たのである107)。したがって，安全確保の力が不十分であると判断された支配者には，支
配者としての正当性の問題がもちあがった。とはいえ，支配者による法律が十分に行き
届かない，あるいはまったく届かない場所も当然残った。長距離の道路は，流浪する盗
賊や物乞いに占拠される危険性もあった。支配領域が大きければ大きいほど，支配者が
道路を修理し，その安全を守る能力は不十分になる108)。簡単に言えば，18 世紀半ばま
では，都市以外の地域で法を施行し，安全を確保することは難しかったのである。都市
内の道路と同じように長距離道路の安全確保が必要であるとの理想はなかなか実現せ
ず，かえって都市と地方の差を実感させることになった。注目すべきことは，街路は秩
序の保たれた空間であるという考え方には伝統的な裏づけがあるということだ。街路も
道路と同様に，法律が行き届かない物騒な場所であるという考えがヨーロッパで生まれ
たのは中世以降になってからのことであった。

5　都市の無秩序化
―近代初期のヨーロッパにおける大都市の誕生

ヨーロッパでは，16 世紀以降，大都市の誕生にともなって地方だけではなく都市内
部も無秩序な状態になっていく。たとえば，ロンドンはどの視点から見ても明らかにい
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ち早くヨーロッパ最大となった都市であり，その地位を今でも保っている。工業，商業，
行政の中心地であるロンドンには多くの人口が流入し，16 世紀には，ヨーロッパ有数
の金融都市となり，仕事や観光でロンドンを訪れる人も増え続けた。さらに，政治的な
亡命を求めてロンドンにやってくる難民の数も増加した109)。また，故郷で仕事などに失
敗した人や脱落者が再起を求めてロンドンに来ることもあった。16 世紀の末には，ア
ムステルダム，ハンブルグ110) などの港湾都市と同様に，ロンドンでも職にあぶれた女
性のための救貧院ができている。ロンドン市当局は，職にあぶれた女性が売春行為に
よって生計を立てるのではないかと疑い，彼女らを通りから追いたてて救貧院に収容し
たのである111)。そこには，物乞い，酔っ払い，軽犯罪者といった社会からの脱落者が収
容されており，当局はそのような人々を同じ場所に集めて監視しようとした。もちろん，
中世都市にも売春をする人はいたが，近代初期とはちがって，中世都市の当局者には，
都市の城壁に近い場末の地区に遊郭を指定して売春を管理する権限があった。街路での
売春行為が見られるようになるのはようやく 14 世紀から 15 世紀にかけてのことであ
る112)。

一方で，ロンドンへの人口流入が続き，それぞれが土地を所有しようとしたことから，
新しい住民を住まわせるために限りある市内の土地を細かに分割しなければならなく
なった。ロンドン・ウォーカーズという特別委員会が，土地区画や境界線をめぐる争い
を調停するために設立された113)。それでも，ロンドンでは物乞いやホームレスなどの問
題が蔓延していた。17 世紀の資料によると，少なくとも 80,000 人のホームレスがイン
グランド王国にいたという114)。ホームレスの人々は，住居がないために街路や道路に寝
泊りしていたが，当局の監視に逆らい，自分たちの社会組織や独自のルールを作ってい
た115)。

近代初期のロンドンはヨーロッパにおいて例外的な規模を誇っていたが，そこで起
こった問題は普遍的な都市問題の原型をなすものだった。ヨーロッパ大陸中の都市で地
方からの人口流入が起こっていた。17 世紀にはすでに，人口学者たちは都市部での死
亡率が出生率を上回ったことに気づいていた。それは，都市の人口規模が維持されてい
るのは地方からの人口流入に依存しているためであることを意味した116)。大陸の都市化
が進めば進むほど，移民市場は複雑になり，移住者をめぐって都市部と包括的な地域行
政当局とが競合することになる。政府の正当性は相変わらずその安全確保の能力によっ
て判断されたので，当局は移住者に特典を与えることで領域内への移住を促し，それぞ
れに都市や地域の魅力をアピールしようとした117)。言い換えれば，ある地域に多くの
人々が移住するのは，その政府が総合的な安全確保を十分に行っていることの証明であ
り，移住者はいわば足によって政府に信任投票をしていたのである118)。

したがって，当局は，一方では移住を促進する政策をとり，もう一方では流入した住
民を監視するという難題をかかえ，両者のバランスをとることに苦労したのである。境
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界にある検問所は，移住者の流入を制限するよりむしろ，都市からの脱走者の監視に力
点を置いていたため，警察能力には限りがあった。そのため，流入する人々の中に乱暴
者がいたとしても，当局は恒常的な人口流入に対してある程度寛大にならざるを得な
かった。注目すべき点として，法律はホームレスよりも住民に対して厳しく施行された
ことが挙げられる。ホームレスは罪を犯した後にはじめて追放されるだけだったが，重
い前科のある住民は厳しい処罰を受けねばならなかった119)。その結果，恒常的に移民の
流入が続く一方で，ホームレスには寛大な気風が醸成されていった。

コミュニケーション・輸送・交易のための場である道に対する見方は，中世と近代初
期ではまったく異なる。中世には，都市内の街路〔street〕は市議会によって安全が確保
された公共空間と見なされており，城郭内での武器の携行は禁じられていた。武器の携
帯が禁じられていたということは，都市が危険な環境からは一線を画した安全な空間と
みなされていたことを示している。都市がその支配を近隣に及ぼすようになると，地域
の支配者は都市間を結ぶ道路〔road〕の安全を確保しようと努めたが，道路の維持･管
理と安全確保に必ずしも成功したわけではなかった。中世から近代初期にかけて，秩序
が保たれた場所としての街路に対して，道路は物騒で危険な場所と考えられていた。

その後，街路と道路に対する認識を変えるような動きが 2度あった。1 つは，都市内
部の安全が確保できなくなってきたことである。都市人口が増えるにつれて，市議会は
移住者を都市の秩序を脅かす存在と見なすようになった。また，移住者を管理する都市
の行政能力は次第に衰えていった。人口の移動が増えるにつれ，特に経済的に繁栄して
いる大きな港湾都市では，法律を徹底させることが困難になった。暴力沙汰や酒場での
乱闘騒ぎが増え，特にエリザベス朝のイングランドではそれらが文学作品も描かれるよ
うになった。大都市は，特に夜間に安全な区域と危険な区域に分かれるようになった。
都市のイメージは，統治が行き届き平和で安全な場所という良いイメージから，不道徳
な行為，汚職，犯罪が蔓延する悪しき場所の集合体へと変わったのである120)。

第 2 は，安全確保の失敗を，住民が支配者あるいは政府の責任と考えたことである。
特に 17 世紀には，天候不順，戦火の拡大，経済的な不況などによって人々の間に絶望
感が蔓延し，宗教的な原理主義や抗議運動がピークに達した。定住する移住者たちの振
る舞いに対して都市住民が神経質になり，都市の安全性が保たれなくなるという不安が
広がると，支配者や政府は自らの正当性が危うくなってきたと感じ始める。その結果，
契約主義の安全理論が正当性を擁護するための理論的な支えとして広く受け入れられる
ようになっていく。18 世紀の後半には，このように追い込まれた支配者や政府が統治
と法律の施行の必要性を主張するために，いわゆる「啓蒙的絶対主義」の政治体制を形
成するのである。

中世から 15 世紀までの都市は，それ以降との比較において安全で秩序が保たれた空
間であったと思われるが，実際に時代による差がどの程度あったかを検証することは難
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しい。一方で，支配者や政府が都市の安全確保にどの程度成功していたか，あるいは失
敗していたかに対する社会認識の変化を見極めることは比較的容易である。都市城壁の
内と外での安全レベルに対する認識の差が縮まっていった 15 世紀以降，都市は次第に
外界に対して門戸を開くようになり，それにつれて，都市内の一部の地区は，物乞い，
放浪者，軽犯罪者などを含めた様々な人々が流入する場所であると見なされるように
なった。都市が成長するにつれ，当局が都市住民の戸籍を管理したり，その行動を監視
したりすることが難しくなり，法を施行し秩序を維持することも困難になった。政府の
正当性に関する，当時優勢であった契約主義理論にもとづく安全維持への要求が高まる
一方で，支配者や政府の安全を維持する能力が低下していき，その差が次第に拡大して
いったのである。

変容する社会的アリーナとしての街路〔ストリート〕を研究することで，同一文化内
の変化についてのさらに幅広い特徴を探ることが可能となる。コミュニケーション・輸
送・交易のための場としての街路は，単なる建造物ではなく，さまざまな行動パターン
やその変化，さらに法の施行，秩序の維持，安全の確保に対する認識の変化といったも
のが交錯する場なのである。ストリートという言葉自体には比喩的な意味はないが，こ
の言葉には，単なる工業技術の範疇を超えて，安全に対する集団的な認識までもを含む
広範な意味あいが含まれているのである。
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